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る. 本論文では, このコホモロジー群に関してKatzarkov, Kontsevich, Pantev（以
下, KKPと略す）によって提案された二つの問題が研究されている.  
 一つ目の問題は, このコホモロジー群上に誘導される二つのフィルトレーションの














































いた. しかし, 本論文の方法はそのような計算を必要とせず, fが定義されている
代数曲面の有理性, および, fの極が射影直線の和である, という二つの非常に簡単














である. 本論文では, Deligne, Steenbrink, Guillen, Navarro Aznarによって開発
された混合Hodge複体に関する理論を適切に用いて混合Hodge構造を構成することで,
この困難を乗り越えている.  
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